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1. 操作ログのファイルのダウンロード手順（１/３）
• Wasabiオブジェクトストレージに格納されている操作ログを一括でダウンロードし、Excelで一覧表示する手順をご説明いたします。

【手順】

1-① Win SCPを下記リンクからダウンロードする

〇リンク：https://winscp.net/eng/download.php

1-② Win SCPにWasabiの基本情報を登録する＜図１参照＞

1-②-Ⅰ. File protocol：“Amazon S3“を選択

1-②-Ⅱ. Host name：“s3.<endpoint名>.wasabisys.com”を入力

1-②-Ⅲ. Access key ID：ログが格納されているストレージのアクセスキーを入力

1-②-Ⅳ. Secret access key：ログが格納されているストレージのシークレットアクセスキーを入力

1-②-Ⅴ. Saveを選択

＜図１参照＞
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(前頁の続き)

【手順】

1-③ Win SCPにWasabiの詳細情報を記載する＜図２参照＞

③-Ⅰ. Site name：“s3.<endpoint名>.wasabisys.com”を入力

③-Ⅱ. Folder：ログが格納されているバケット名を入力

③-Ⅲ.“OK“を選択

1-④ Win SCPからWasabiにログインする＜図３参照＞

＜図２参照＞
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＜図３参照＞

1. 操作ログのファイルのダウンロード手順（２/３）
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(前頁の続き)

【手順】

1-⑤ Wasabiからダウンロードしたいファイルを選択し、“Download”を選択する＜図４参照＞

【注意】操作ログ転送機能のチュートリアル上の「ログの転送設定確認テストの方法」を実施した際に出力されるファイルは選択しないようにしてください。

 当該ファイルのみログの出力形式が異なるため、操作ログを正しく一覧化表示することができません。

1-⑥ ダウンロード先を選択し、“OK”を選択し、選択したフォルダにログファイルが格納されていることを確認する＜図５参照＞

    ※操作ログを格納するための専用のフォルダを作成してください。

＜図４参照＞

＜図５参照＞

1. 操作ログのファイルのダウンロード手順（３/３）
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【手順】

2-① 新規にExcelを起動し、リボン内の“データ”から“データの取得”、“ファイルから”、“フォルダーから”を選択する＜図６参照＞

2-② 手順1-⑥でダウンロードしたフォルダを選択し、“開く“を選択する＜図７参照＞

【注意】操作ログ転送機能のチュートリアル上の「ログの転送設定確認テストの方法」を実施した際に出力されるファイルは選択しないようにしてください。

 当該ファイルのみログの出力形式が異なるため、操作ログを正しく一覧化表示することができません。

2-③ ダウンロードしたファイルが格納されていることを確認し、“結合”の“データの結合と変換”を選択＜図８参照＞

＜図６参照＞ ＜図７参照＞

2. 【初回】操作ログ一覧化手順（１/６）

＜図８参照＞
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(前頁の続き)

【手順】

2-④ Power Queryエディターが表示されたら、“Source.Name”・“Name”の列を選択し、“列の削除“を選択＜図9参照＞

2-⑤ “列の追加”から“インデックス列”を選択し、“0から”を選択＜図10参照＞

＜図9参照＞

2. 【初回】操作ログ一覧化手順（２/６）

＜図10参照＞
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(前頁の続き)

【手順】

2-⑥ “列の追加”から“標準”を選択し、“剰余”を選択＜図11参照＞ 

2-⑦ “値”に“12”と入力し、OKを選択＜図12参照＞

2-⑧ “変換”から“列のピポット”を選択＜図13参照＞  

＜図11参照＞

2. 【初回】操作ログ一覧化手順（３/６）
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＜図12参照＞ ＜図13参照＞
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(前頁の続き)

【手順】

2-➈ “詳細オプション”の値の集計関数に“集計しない”を選択し、OKを選択する＜図14参照＞

2-➉ 列の値が“1”~”11“の列を選択し、”変換“の”フィル“の中の”上“を選択する＜図15参照＞  

＜図14参照＞

2. 【初回】操作ログ一覧化手順（４/６）

＜図15参照＞
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(前頁の続き)

【手順】

2-⑪ ヘッダーの値が“0” の列のフィルターを選択し、“(null)”の値からチェックを外し、OKを選択＜図16参照＞ 

2-⑫ ヘッダーの値が“インデックス”の列を選択し、“ホーム”から“列の削除“を選択＜図17参照＞ 

＜図16参照＞

2. 【初回】操作ログ一覧化手順（５/６）

＜図17参照＞
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(前頁の続き)

【手順】

2-⑬ ヘッダーの名前を左から順に

“statusCode”・”username”・”eventTime”・”eventSource”・”verb”・”sourceIDAdress”・”userAgent”・”errorCode”・”errorMessage”・”req

uestQueryParameters”・” requestParameters”・”responseElements” へ変更する＜図18参照＞ 

2-⑭ “ホーム”内の“閉じて読み込む”を選択する＜図19参照＞ 

2. 【初回】操作ログ一覧化手順（６/６）

＜図19参照＞＜図18参照＞
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操作ログ一覧化手順は、初回のみ設定を行えば、次回以降は、「1.操作ログのファイルのダウンロード手順」を実施した状態で、

“データ”内の“すべて更新”を選択することで対象のフォルダに登録されているログファイルの内容にアップデートすることが可能です。

3. 【2回目以降】操作ログ一覧化手順
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